
第６目 カウアイ島ナウィリウィリ 

２０１８年１月１８日（木）曇り所々晴れ 最高気温２６度 

 

08:00am 予定通り Pride of America はカウアイ島ナウィリウィリ港に入港した。 

ナウィリウィリは何の変哲もない港町である。 

カウアイ島はハワイ諸島最古の島で、白い砂浜や熱帯雨林などが手つかずのダイナミックな自

然には目をみはるものがある。 

断崖絶壁の海岸線『ナパリコースト』、偉大なるキャニオン『ワイメア渓谷 』、神秘的な滝『シ

ークレットフォールズ』、王族の集会や結婚式が行われていた聖なる洞窟『シダの洞窟』など大

自然が造り出した見所が満載である。 

また、映画『南太平洋』『ブルーハワイ』『レイダース/失われたアーク』『ジェラシック・パーク』

などのロケ地としても有名である。 

 

今日はたくさんのエクスカ―ションが出発する。 

 

その中から私たちは『ワイメア渓谷日本語エクスカ―ション』を選んだ。 

NCL 社のエクスカ―ションはすべて英語である。 

日本語のエクスカ―ションはインターネットでは申し込めない。 

クルーズが催行されてから船上で申し込む。 

昨夜に『ワイメア渓谷日本語エクスカ―ション』が開催されると知り、英語エクスカ―ションか

ら急遽変更した。 



先日のハワイ島ヒロの『キラウエア火山』 エクスカ―ションは英語である。 

妻は英語エクスカ―ションでも余り問題はないようだが私にはかなり荷が重い。 

特に高さや広さなどを英語で説明され、しかも普段使っていない単位で言われると頭の中はパ

ニック状態である。 

折角、ハワイまで観光に来て受験勉強よりも辛い状況に陥る。 

 

今日のエクスカ―ションは、ハナペペ渓谷→ワイメヤ渓谷→カウアイコーヒー農園→汐吹岩と

変化に富んでいるがメインはやはり『ワイメヤ渓谷』である。 

このエクスカ―ションはほぼ満席である。 

こんなに大勢の日本人がクルーズをしていたのか驚いた。 

 

最初にバスが止まったのは『ハナペペ渓谷』である。 

気を付けていないと『ワイメヤ渓谷』と混同する。 

赤土の断崖絶壁をカウムアリイ・ハイウェイ上から見渡せる。 

映画『ジュラシック・パーク』の一部が撮影されたことがあるらしいが大した感動はない。 

  



日本語エクスカ―ションはガイドの話が理解できるので楽しい。 

今日のガイドは独特の話し方をする。 

本職は別にあり頼まれた時にガイドをしているらしい。 

休日には沖に出てクジラの写真を撮ったりしているらしい。 

最近はスキュバーダイビングにもはまっているらしい。 

 

そのうちガイドが自分の本職を聞いてきた。 

私は躊躇なく『坊主』と言いかけたが急いで『僧侶』と言い換えた。 

 

ドンピシャリである。 

 

ガイドはノーヒントで当てられたのは初めてだと驚いていた。 

先ほどからの説法のような話しぶりと風貌を見れば『坊主』以外は選択の余地はない。 

聞けば新潟県の浄土真宗の僧侶らしい。 

原始仏典について聞いてみたが知らなかった。 

まさか、カウアイ島で原始仏典のことを聞かれるとは想像すらしていなかっただろう。 

 

雪国の坊主が常夏のハワイで観光ガイドをやっている理由は知らないが、多分、宗教界も生き残

りが厳しいのかも知れない。 

 

そんなことを考えているとバスはワイメア渓谷展望台入口に着いた。 

『ワイメヤ渓谷』太平洋のグランドキャニオンとも呼ばれている。 

 



 

大自然が造り出した広大な美しい地層は、⾧さ 22km、幅 2km、深さ 1,097m にも及ぶ。 

500 万年という時間をかけて雨の一滴一滴が大地を浸食しこの雄大な景観を制作中である。 

未完成の大作である。 

 

バームクーヘン模様の地層は 500 万年の歴史を暗示している。 



  

山が削られ⾧い年月をかけて渓谷となり赤褐色の深い谷は訪れる者を圧倒する。 

 

   

グランドキャニオンを切り取ったような景色はキャニオンより規模は劣るが緑が美しい。 



太古の世界を感じる渓谷美に素直に感動！ 

 

次に『カウアイコーヒー農園』に立ち寄った。 

『カウアイコーヒー農園』は 1987 年に創業されハワイ最大の規模でありアメリカで栽培される

コーヒーの半分以上を生産している。 

  

農園直営だけあっていろいろな種類の豆がある。 

フレーバーコーヒーもキャラメルやマカナッツなどの定番に加えてアップルシナモンなど珍し

いものもあるが、コーヒーはハワイ島コナで『カントリィ・サムライ』を仕入れている。 

 



  

 

最後にバスが向かったには『汐吹き岩』である。 

波が海中の溶岩の穴に海水を送り込み岩の隙間から激しい轟音とともに 20m の高さまで海水 

が吹き上げる。どこにでもあるような光景である。 

『ワイメヤ渓谷』の大自然を見せつけられた後では余り感動はない。 

 



カウアイ島の中心部にあるワイアレアレ山は年間 12,000 ミリを超える雨が降る。 

日本の多雨地帯の約 3 倍である。 

途中、ワイメア渓谷の方角を見上げると雲に霞んでいた。 

私たちが訪れた時にはワイメア渓谷一帯には多少の雲は出ていたが晴れていた。 

今回のクルーズは晴天に恵まれている。 

 

エクスカ―ションを終え 02:00pm 船に戻る。 

いつものようにアロファカフェで遅いランチをする。 

 

今日のフラダンス教室は 09:45am で終わってしまったので妻も午後の予定はない。 

夕方、船を降りて近くのショッピングセンターにお土産を買いに行く。 

船が港に着くと近くのショッピングセンターからシャトトルバスが送迎に来る。 

シャトトルバスは 15 分から 30 分間隔で乗客（上客）を送迎する。 

 

今日は『K マート』で孫の自動車のおもちゃ（Cars）を購入した。 

未だ 2 歳少しで外国製のおもちゃで遊ぶことになる。 

決して贅沢な値段ではないが正直、少し抵抗感はある。 

『K マート』では多くのクルーも買い物をしていた。 

彼らの買い物の中身は大半が嗜好品である。 

彼らにとっては、港での買い物は束の間の骨休めと密やかな楽しみなのかも知れない。 

 



再び船に戻る。 

 

今日のハイライトは、サイレントオークション 06:00pm、セルジオのギター06:30pm、クルー・

タレントショー08:30pm である。 

ハリウッドシアターでは『フォーバイフォー09:30pm』が催される。 

 

今日のハイライトの中で興味があるのが『クルー・タレントショー08:30pm』である。 

いわゆる『素人芸能大会』である。 

船室係やレスランやバーの係員などの身近なクルーが出演するのである。 

Pride of American には世界 37 ケ国から 950 名ものクルーが乗船している。 

きっと、芸達者なクルーがいるハズである。 

もしかしたら、この日のためだけに船に乗っているクルーもいるかも知れない。 

私の顔見知りのクルーが出演するかも知れない。 

いつもは 08:30pm に始まるハリウッドのショーが 09:30pm になっている。 

 

だんだん『素人芸能大会』への期待が高まってくる。 

 

早めのディナーをいつもの『スカイライン』レストランで済ませ、少し早いが『クルー・タレン

トショー』が催されるマルディブラに行く。 

マルディブラでは立ち見が出るくらい大勢の観客が待っていた。 

アメリカ人はこの種のものが大好きなのだ。 



『クルー・タレントショー』は文句なく面白かった。 

次から次に芸達者なクルーが登場し観客を沸かし続けている。 

『素人芸はこうあるべし』との見本市である。 

中でも素人マジックには笑わされた。 

ほとんどの主演者は自らも楽しんでいた。 

プロのショーも良いが素人のショーも捨てがたい。 

 

次に行ったハリウッドシアターの『フォーバイフォー』は、4 人のボーカルグループがビーチボ

ーズ、ビートルズ、ビージーズ、モータウンのヒット曲をダンスとメローディで聞かせる。 

若い頃に聞いた懐かしい曲が多くとても楽しめた。 

僅か 1 時間前に観たどこかのショーとは比べものにならない。 

プロの凄さを痛感させられた。 

 

妻は明日に備えて早めに部屋に戻った。 

妻が居なくなると日本人はどうやら私一人のようだ。 

 

確かこの船には 50 人近くの日本人が乗っているハズであるが、これまでハリウッドシアターで

はほとんど見かけていない。 

他の場所でも 20:00pm 過ぎには滅多に見かけない。 

時々、廊下等で個人旅行のご夫婦とすれ違うだけである。 

 



一体、日本人たちは部屋にいるのだろうか。 

それとも、みんなで目的もなくどこかを歩いているのだろうか。 

ポセイドン・アドベンチャーのワンシーンを思い出す。 

 

 

 

 

 

 

いよいよ明日はクルーズ最大のクライマックス！ 

『ナパリ・コーストシーニッククルーズ』である。 

とても楽しみにしている 

 


